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消

え

ゆ

く

月
　

『
千

代

嚢

媛

七

変

化

物

語
』

の
諸
本
　

ち

よ

の
う

ひ

め

し
ち

へ
ん
げ

も

の

が

た

り

亀

井

森

は

じ

め

に

と
に
か
く
に
た
く
み
し
桶

の
底
ぬ

け
て
水
た
ま
ら
ね
ば
月
も
や
ど
ら
ず

こ
れ
は
鎌
倉
末
期

の
尼
僧
で
京
都
尼

五
山

の
筆
頭
景
愛
寺
の
開
基

で
あ
る
千
代

異
が
、
美
濃
国

の
松
見
寺

で
出
家

の
志

を
も

っ
て
修
行
中
、
水
を
く
む
桶

の
底

が
抜
け
落
ち

る
の
を
見
て
大
悟
し
た
と

さ
れ
る
時
に
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。

文
化
四
年

二

八
〇
七
)
、
江
戸
書

騨
西
宮

弥
兵
衛

(
石
渡
利
助
と
合
板
)

よ
り
刊
行
さ
れ
た

『
千
代
嚢
媛
七
変

化
物
語
』

は
、

こ
の
千
代
襲
と
夢
窓
国
師

の
伝
説
を

モ
チ
ー

フ
と
し
て
取
り
入

れ
て
い
る
。
作
者
は
振
鷺
亭
。
文
政

二
年

(
一
八

一
九
)
頃
、
泥
酔

の
上
、
堰

に
は
ま
り
没
し
た
と
さ
れ
る
こ
の
作
者

の
、

円
熟
期
に
生

れ
た
読
本

で
あ
る
。

『
千
代
襲
媛
七
変

化
物
語
』
は
、
主

人
公
千
代
嚢
姫
と
俊
季
の
恋
愛
を
軸

に
、

俊
季
妻
荒

妙
の
千
代
嚢
姫
に
対
す
る
嫉
妬
、
折
濫
な
ど
惨
劇
が
展
開
す
る
も
、

夢
窓
国
師
に
よ

っ
て
解
放
さ
れ

る
と

い
う
筋
立

て
で
あ
る
が
、
好
評
を
博
し
た

と

み
え
、
以
後
数
度

の
後
印
本
を
生

ん
で
い
る
。

従
来
、

こ
の

『
千
代
嚢
媛
七
変
化
物

語
』
に

つ
い
て
、
断
片
的
な
報
告
は
あ

る
も

の
の
包
括
的
な
諸
本

の
整
理
は
な
さ
れ

て
い
な

か

っ
た
が
、

こ
の
度
、
九

州
大
学
附
属
図
書
館
に
収
め
ら
れ
る
当
該
本
が

「
九
州
大
学
附
属
図
書
館
読
本

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
上

に
全
丁
公
開
さ
れ
た
の
を
契
機
と

し
て
、
管

見
に
入

っ
た
諸
本

に

つ
い
て
報
告
し
た

い
と
思
う
。

1

初

印
本

に

つ
い
て

『
千
代
嚢
媛

七
変
化
物
語
』
が
西
村
弥
兵
衛

か
ら
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
慶

磨
義
塾
図
書
館
蔵

『
画

入
読
本

外
題
作
者

画
工
書

犀
名
目
集
』

(
「
西
鶴

研
究
と
資
料
」

国
文
学
論
叢
第

一
輯

至
文
堂

昭
和
三
十
二
年
)
か
ら
次

の
様
に
知
れ
る
。

千
代
嚢
媛
物
語

五
冊

振
鷺
作
/
北
馬
画

板
元
西
宮
弥
兵
衛

十

一
月
廿

一
日
出
板
売
出
申
談

ま
た
、
割
印
帳

に
も
同
様

に
西
宮
弥
兵
衛

の
名
が
見
え
る
も

の
の
、
公
的
機
関

に
お

い
て
現
存

を
確
認
し
得
る

『
千
代
嚢
媛
七
変
化
物
語
』
諸
本
の
奥
付

に
は

板
元
西
宮
弥
兵
衛

の
名
は
な
く
、
初
印
本

の
報
告
は
な
さ
れ

て
い
な

い
。
棚
橋
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正
博
氏

は

「振
鷺
亭

年
譜
稿
」

(
「読

本
研
究
」
第

十
輯

下

平
成
八
年
十

一

月
)

の

「『
千
代
嚢
媛

七
変

化
物

語
』
」
項

(
三
十
六
頁
)
に
お

い
て
次

の
様

に
述
べ
て
い
る
。

初
板
本

の
題
簸

・
見
返
し

・
奥
付

は
未
見
。
書
名

は
再
板
本

の
題
籏
に
拠

っ
た
。
ま
た
画
工
に

つ
い
て
は

『
小
説
年
表
』
類

に
従

い
、
画
風
を
鑑
み

北

馬
と
し
た
。
板

元
に

つ
い
て
は
巻
末

の
著
述

目
録
中

の

『
妹
背
山
緒
環

策

子
』

と
一
『
春

徳
麿
誓
車
』

は
各

『
隊
阪
妹

背
山
』
・
『
俊
徳
丸
』
と
考

え
、
そ

の
板

元
に

つ
い
て
は

『
外

題
作
者
画
工
書
騨
書
目
集
』

に
拠
り
西

宮
弥
兵
衛
と
し

(後
略
)

ま
た
、
槙

山
雅
之
氏
は
、
「
振
鷺
亭

の
半
紙
本
読
本
三
種
と
そ
の
創
作
方
法
」

(
「読
本
研
究
」
同
八
十

五
頁
)
に
お

い
て
、
使
用
し
た

『
千
代
異
媛
七
変
化

物
語
』

の
初
板
に

つ
い
て
次
の
様
に
言

及
し
て

い
る
。

『
千
代
嚢
媛

七
変
化
物
語
』

の
引

用
は
、
中
村
幸
彦
所
蔵
本
の

マ
イ
ク

ロ

フ
イ
ル
ム

(
国
文
学
研
究
資
料
館

所
蔵
)

に
拠
る
。

こ
の
本
は
刊
記
を
欠

く
が
、
巻
末

の
新
刊

予
告
に

「右

戊
辰
年
間
脱
稿
令
発
講
者
也
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
文
化
五
年

(戊

辰
)

中
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
解

る
。
挿
絵

に
薄
墨
が
使

わ
れ

て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
初
版
と
思
わ
れ
る
。

挿
絵

(お
よ
び

口
絵
)

に
関
し
て
は

後
述
す

る
が
、

こ
の
よ
う
に
こ
れ
ま

で

確
実

に
初
印
本
と
認
定

可
能
な
板
本
は

報
告
さ
れ

て
い
な
か

っ
た
が
、
高
木
元

氏
は
そ

の
著

『
江
戸
読
本

の
研
究
ー

十
九
世
紀
小
説
様
式

孜
1
』

二

九
九
五

年

・へ
り
か
ん
社

)
の
中

で
、
初
印
本

『
千
代
嚢
媛
七
変
化
物
語
』
(個
人
蔵
)

の
表
紙

・
見
返
し

・
刊
記

の
写
真
を
掲
載

し
て
い
る

(四
十
六
頁
)
。

九
州
大
学
附
属
図
書
館

の

「
江
戸
読

本

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
収
め
ら
れ
て
い

る

『
千
代
嚢
媛

七
変

化
物
語
』
(
以
下

九
大
本
)

は
高
木
元
前
掲
書

に
掲
載
さ

れ
た
刊

記
と
同
じ
も
の
を
有
し
て
お
り

(資
料

1
)
、
こ
れ
ら

の
刊
記
に
よ

っ
て
、

従
来
、
割
印
帳
や

『
外
題
作
者

画
工
書
犀
書
目
集
』
な

ど
の
資
料
で
し
か
指
摘

さ
れ
得
な
か

っ
た
板
元
西
宮
弥
兵
衛
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

次
に

『
千
代
嚢
媛
七
変
化
物
語
』
諸
本
を
比
較
検
討
し
て
そ

の
先
後
関
係
お

よ
び
再
印

の
回
数
に

つ
い
て
考
察

し
て

い
き
た

い
と
思
う
。

〈資
料

1
>

2

諸

本

に

つ
い

て

『
千
代
嚢
媛
七
変

化
物
語
』

の
諸
本

は
、
文
化
五
年
版
と
し
て
お
茶

の
水
女

子
大
学

・
旧
大
橋
図
書
館

・
尾
崎
久
弥

旧
蔵
本
、
嘉
永
七
年
版
と
し
て
早
稲
田

大
学

の
そ
れ
ぞ
れ

の
所
蔵

が
報
告
さ
れ

(『
国
書
総
目
録
』
及
び

『
古
典
籍
総

合

目
録

』
)
、
そ
れ
ら
に
加
え

て
八
戸
市
立
図
書
館

蔵
本
、
故
中
村

幸
彦
先
生

旧
蔵

本
が
確

認
さ
れ

て

い
る

(『
国

文
学
研
究
資

料
館
蔵

マ
イ
ク

ロ
資
料

目
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録
』
)
。
文
化

五
年
版
と
嘉
永
七
年
版

の
二
種
類

し
か
こ

こ
で
は
示
さ
れ

て
い

な

い
が
、
棚
橋
氏
は
再
印
本
に

つ
い
て
次

の
様

に
述
べ
て
い
る
。

初
板
本
と
本
書
刊
行

(筆
者
註
ー

嘉
永
七
年
の
再
印
本
)

の
間

に
再
板

は

何
度

か
繰
り
返
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
も

の
の
、
該
当
す
る
再
板
本
は
未
見
。

(前
掲
棚
橋
論
文

三
十
六
頁
)

ま
た
、高
木

元
氏
は
前
掲
書

の
中
で
嘉

永
六
年
版
に

つ
い
て
言
及
し
て
い
る
(七

十
八
頁
)
。

つ
ま

り
既

に
文
化
五
年
初
印
本
、
嘉
永
六
年
版
、
同
七
年
版

の
三

本

の
異
版

の
存
在
が
報
告
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
あ
る
が
、
今
回

の
諸
本

の
比
較

に
よ

っ
て
そ
れ
に
加

え
て
少
な
く
と
も

二
回
の
再
印
を
指
摘
す
る

こ
と
が
可
能

で
あ
る
。

〈資
料

2
>
と

し
て
示
し
た
簡

略
な
諸
本
対
照
表

は
表
紙

・
題
籏

・

書
型

・
巻
冊

・
見
返
し

・
匡
郭

・
刊
記

・
口
絵

の
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に

つ
い
て

比
較
し
た

も
の
で
あ
る
。
次
節
に
お
い

て
新
た
な
異
版

の
存
在
に

つ
い
て
私
見

を
述

べ
た

い
と
思
う
が
、

そ
こ
に
は
商

業
主
義
に
翻
弄
さ
れ
た
ひ
と

つ
の
口
絵

が
、

図
ら
ず
も
異
版
を
解
く
鍵
と
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

3

諸

本

の
関

係
ー

口
絵
を
手
掛
か
り
に
ー

〈資
料

3
>
に
示
し
た
刊
記
か
ら
わ

か
る
よ
う
に
、
初
印
本

の
後
印
も
し
く

は
再
刊
を
少
な
く
と
も
三
回
は
確
実

に
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
国
書
総

目
録
』
な
ど
で

「再
版
」
と
さ
れ
る
場
合
、
刊
行

の
年
時
が
異
な

る
だ
け
で
実

は
同
板

で
あ
る
と

い
う

こ
と
は
往

々
に

し
て
あ
り
、
新
た

に
板
木
が
彫
り
代
え

ら
れ
た
本
来

の
意
味

の
再
刊

(再
板

・
再
版

)
と
混
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
為
、

後
印
本
や
再
刊
本
に

つ
い
て
言
及
す
る
時
、
板
本
の
奥
付

の
み
を
問
題
に
す
る

〈資
料

2
〉
諸
本
対
照
表

口絵刊記

A有

匡郭(㎝)

自叙

18.9×13.3

本文

19.3×13,6

見返し

有

書型 ・巻冊(㎝)

半5巻5冊

22.9x15.9

表紙 ・題簑(㎝)

・榿 色表 紙

・中 央刷9 .7×10.8

所蔵者

九州大学附属図書館

B無九大本

と同一

半5巻5冊

B笹

 

無半5巻1冊

C有無半5巻6冊

C有

C有

自叙

19.0×13.6

本文

19,2×13.7

自 叙

18.8×13、4

本 文

19.2×13.6

鉦半5巻5冊

22.5×15.6

九大本と同一

(色は紙焼本により不明)

・改装表紙

・左肩無枠書題箕 「千代嚢物語」

左肩子持枠刷題答

「千代嚢媛七変化物語」

・濃灰色表紙

・左肩子持枠刷題笹15・8x2 .8

「千代嚢媛七変化物語」

中村幸彦先生旧蔵

(紙焼本)

八戸市立図書館

(紙焼本)

蓬左文庫(紙 焼本)

御茶 ノ水女子大学

無半5巻6冊

22.1x15.3

・黄土色表紙

左肩子持枠刷題答15・7×2.8

「千代嚢媛七変化物語」

早稲田大学
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〈資
料

3
>
諸
本
刊
記

●
蓬
左
文
庫
本

●

早
稲
田
大
学
本

嘉
永
七
甲
寅
歳
孟
春江

戸

小
伝
馬
町

三
丁
目

三
都

同

京
橋
彌
左
衛

門

町

同

馬
喰

町
二
丁
目

京
都

三
条
通
寺

町
西
へ
入

同

二
条
通
堀

川

書
林

同

寺

町
五
条
上

ル

同

三
条
通
御
幸

町

大

阪

心
斎
橋
南

久
太
郎

町

●
お
茶
の
水
女
子
大
学
本

和
漢
西
洋

書
籍
費
捌
虞

大

阪

心
斎
橋
博
勢
町
角

群
玉
堂

河
内
屋
岡
田
茂
兵
衛

丁
子
屋
平
兵
衛

大
嶋
屋
傳
右
衛
門

菊

屋
幸
三
郎

丸

屋
善
兵
衛

越
後
屋
治
兵
衛

山
城
屋
佐
兵
衛

吉
野
屋
仁
兵
衛

秋
田
屋
市
兵
衛

の
で
は
な
く
、
板

(刷
)

の
系
統
を
考
慮

に
入
れ
る
こ
と
は
必
要

で
あ

る
と
考

え

る
。

一
般
的
に
同
板
か
否

か
に

つ
い
て
は
同

一
匡
郭

の
欠
損

の
有
無

に
よ

つ

て
判
断
す
る
こ
と
が
多

い
が
、
今
回
は
そ
れ
に
加
え
、
巻

一
巻
頭

の
口
絵

の
差

異
を
考
慮
に
入
れ
板

(刷
)

の
系
統

を
提
示
し
た
い
と
思
う
。

『
千
代
嚢
媛
七
変
化
物
語
』
巻

一
巻
頭
に
は
、
冒
頭
で
触
れ
た
本
書

の
直
接

の
モ
チ
ー

フ
で
あ
る
千
代
嚢
が
歌
と
と
も
に

口
絵
と
し
て
掲
げ

て
あ
る

〈資
料

4
>
。
『
千
代
異
媛
七
変
化
物
語
』

の
挿

絵

の
特
徴

の
ひ
と

つ
で
あ

る
薄
墨
を

ふ
ん
だ

ん
に
用

い
、
底

脱

の
井

の
傍
ら

で
桶

を
頭
に
戴

い
て
い
る
千
代
異

の

背
後
に
満
月
を
白
く
浮
き
上
が
ら

せ
、
歌

の
世
界
を
巧
み
に
描
き
出
し
て

い
る
。

九
大
本
の
こ
の
口[絵
を
A
系
統
と
す

る
。

次

に
中
村
幸
彦
先
生

の
旧
蔵
本

の
当
該
箇
所
を
見
て
み
る
と
、
九
大
本

で
は

裾

の
辺
り
ま
で
あ

っ
た
背
景

の
薄
墨
が
千
代
嚢

の
肩
ま

で
し
か
な
く
、
肩
よ
り

下
は
白
色
に
な

っ
て
い
る
。
肩
よ
り
上
部

に
は
薄
墨
を
用

い
て
い
る

の
で
満
月

は
見
え

て
い
る
が
、
月
を
浮
き
上
が
ら
せ
る
為
に
薄
墨
を
残
し
た
と
も
と
れ
る

中
途
半
端
な
薄
墨
の
使

い
方

で
あ
る
。

こ
れ
を

B
系
統
と
す
る
。
同
じ
系
統

の

口
絵

に
は
他
に
八
戸
市
立
図
書
館
本
が
あ
る
。

次

に
蓬
左
文
庫
本

で
あ
る
が
、
千
代
嚢

の
背
後
に
は
薄
墨
が
全
く
使
わ
れ

て

お
ら
ず

(薄
墨
板
が
省
か
れ
)
白
色

で
あ
る
。

そ
の
為
、
千
代
嚢

の
こ
の
口
絵
に

は
不
可
欠
で
あ
る
は
ず

の
月
が
消
え
、
背
後

の
望
月
を
失

っ
た
千
代
嚢

は
ど

こ

か
寂

し
げ
に
居
場
所
を
失

っ
て
し
ま

っ
て
い
る
。
こ
れ
を
C
系
統
と
す
る
注
,
。

こ
の
系
統
は
他
に
お
茶

の
水
女
子
大
本

・
早
稲
田
大
学
本
が
あ
る
。

〈資
料

2
>
諸
本
対
照
表
に

こ
の

口
絵

の
系
統
を
示
し
て
い
る
が
、
そ

の
ま
ま

3
種
類

の
異
な

る

「刷
」
が
存
在
す

る
と

い
う
こ
と
を
示
し

て
い
る
と
考
え

て

よ

い
だ
ろ
う
。
中
野
三
敏
先
生

は
読
本

の
後
印
本

の
傾
向
に

つ
い
て
次
の
よ
う

に
述

べ
て
い
る
。
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求
板
本

は
、
元
来
営
業
上

の
利
益

を
あ
げ

る
た
め
に
資
本
投
下
し
て
購
求

し
た
も
の
な

の
で
、
出
来

る
だ
け
余
分
な
手
を
加
え
ず
、
簡
略
化
し
得
る

所
は
簡
略
化

し
て
、
少
な

い
投
資

で
多
く

の
利
益
を
あ
げ
よ
う
と
す
る
。

(
中
略
)
読
本
な
ど
は
、
奥
付
を

う
ん
と
手
を
省

い
て
、
半
丁
ほ
ど
に
単

な
る
書
犀
名
連
記

の
み
を

つ
け
た

り
す
る

の
が
通
例
だ
が
、
更
に

口
絵

の

薄
墨
板
な
ど
を
省

い
て
し
ま
う
例

も
極
め

て
多

い
。
従

っ
て
逆
に
読
本

の

場
合
は
、

手
の
込
ん
だ
奥
付
が
あ

っ
た
り
、

口
絵

に
薄
墨
や
艶
墨
板
が
多

用
し
て
あ

っ
た
り
し
た
場
合
は
、
初
板
本
と
認
定

し
て
よ
い
場
合

が
多

々

あ

る
こ
と

に
な

る
。

(
中
野
三
敏

『
書
誌
学
談
義

江
戸

の
板
本
』

二
九

四
頁

岩
波
書
店

一
九
九
五
年

)

こ
こ
で
指
摘
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、

口
絵

の
薄
墨
は
板
の
系
統
を
示
す

の
み
な

ら
ず
、
板

の
先
後
関
係
を

は
か
る
上

で

一
つ
の
重
要
な
要
素
と
な
り
う
る
の
で

あ

る
。
以
下
、
刊

記

・
口
絵
な

ど
を
考

慮
に
入
れ
て
諸
本
の
関
係
に

つ
い
て
述

べ
て
み
た

い
と
思
う
。

ま
ず
、
中
村
幸
彦
先
生

の
旧
蔵
本

で
あ
る
が
、
槙
山
氏
が
初
印
本

で
は
な

い

か
と
考
え
ら
れ
た
如
く
、
表
紙

・
見
返

し
等
の
み
な
ら
ず
匡
郭

の
欠
損
箇
所
も

ほ
ぼ
九
大
本
と
同

一
で
あ

る
。

し
か
し
、
奥
付
が
な
く

口
絵

に
お

い
て
も
九
大

本

と
は
異
な
る

B
系
統

に
属
し
、
刷

の
状
態
も
九
大
本
よ
り
落
ち
る
。

こ
れ
ら

を
以
て
や
は
り
初
印

で
あ
る
と
は
言

い
が
た
く
九
大
本

の
後
印
本
で
あ
る
と

い

え
る
だ

ろ
う
。

同
じ
板

の
系
統
に
属
す

る
も

の
と
し
て
八
戸
市
立
図
書
館
本
が

あ

る
。

八
戸
市
立
図
書
館
本
は
改
装
さ

れ
見
返
し
も
な
く
、
さ
ら
に

一
冊
に
合

冊

さ
れ
る
な
ど
異
な
る
点
が
多

く
あ

る
が
、
九
大
本
と
同
様

の
匡
郭

の
欠
損
箇

所
を
有

し
、
中
村

幸
彦
先
生
本
と
同

じ
く
九
大
本

の
後
印
本
と
考
え

て
よ
い
だ

ろ
う
。

〈
資

料

4
〉

表

紙

お

よ

び

巻

一
3

丁

表

口
絵

(
口

ノ

三

)

●
A
系
統

(九
大
本
)
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●

B
系
統

(中
村
幸
彦
先
生
旧
蔵
本
)

●
C
系
統

(蓬
左
文
庫
本
)
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次
に
、
蓬
左
文
庫
本
で
あ
る
が
、
高

木

元
氏
が
嘉
永
六
年
板
と

し
て
言
及
し

た
も
の
で
あ
る
。
先

に
中
野
三
敏
先
生

が
指
摘
さ
れ
た
、
薄
墨
板

の
省
略
と
書

騨
名
連
記

の
奥
付
と

い
う
後
印
本

の
特

徴
を
持

っ
て

い
る
。
巻
冊
は
九
大
本
と

異
な
り
五
巻
六
冊

(巻
二
が
分
冊
)

で
あ

る
。
ま
た
、
匡
郭

の
欠
損
箇
所
に

つ

い
て
、
九
大
本
と
は
異
な
る
箇
所
が
多

い
も

の
の
同

一
箇
所
が
あ
り
、
九
大
本

の
後
印
本

で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な

い
。

同
じ
系
統
と
し
て
、
棚
橋
氏
が
嘉
永

七
年
板
と

し
て
指
摘
さ
れ
た
早
稲

田
大
学

本
が
あ
り
、
巻
冊

は
五
巻
六
冊

(巻

一
が
分
冊
)
、

口
絵

は
C
の
系
統
で
あ

る
。

こ
れ
も
九
大
本

の
匡
郭
欠
損

と
同

一
の
も

の
が
あ
る
。
ま
た
、
早
稲

田
大
学
本

の
奥
付
は
蓬
左
文
庫
本
の
そ
れ
を

流

用
し
、
明
ら
か
に
刊
年

の
み
を
彫
り

代
え

て
い
る
。

お
茶

の
水
女

子
大
本
に

つ
い
て
は
、

九
大
本

の
匡
郭
欠
損
と
同

一
箇
所
に
欠

損
が
見
ら
れ
同
板
で
あ
る
が
、
非
常

に
刷

が
粗
雑

で
あ
り
、
奥
付
に
は
刊
年
が

記
さ
れ

て
い
な

い
が
大
坂
書
林
河
内

屋
茂
兵
衛

の
手

に
よ

っ
て
売
り
出
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
考
慮

に
入
れ

る
と
注
..
、

文
政

期
以
降

、
求
板

し
再
印
し
た

の
で

は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

蓬
左

文
庫
本

・
早
稲

田
大
学
本
と
同
様
に

C
系
統
に
属
し
て
い
る
。

等

の
面
か
ら
判
断
し
て
や
は
り
九
大
本

で
あ
る
。
後
印
本

の
先
後
関
係
と
し

て

は
初
印
本
の
次
に
中
村
幸
彦
本
が
刷
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
蓬
左
文
庫
本
と
早

稲

田
大
学
本
は
そ
れ
ぞ
れ
嘉
永
六
年

・
七
年

に
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

お
茶

の
水
女
子
大
学
本

は
刊
年
不
明

で
あ
る
が
、
京

・
江
戸
の
板
木
を
大
量

に
買
収
し
、
幕
末
大
坂
書
林
と
し
て
も

っ
と
も
隆
盛
を
誇

っ
た
河
内
屋
茂
兵
衛

に
よ
る
板
行

で
あ
る
こ
と
を
考
慮

に
入
れ
る
と
注
,
、
お
そ
ら
く
嘉
永
七
年

以
降

に
求
板

・
出
版
し
た

の
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
薄
墨
版

の
省
略
に
よ

っ
て
千
代
嚢

の
月
を
消

し
て
し
ま
う
こ

と
が
千
代
嚢

の
口
絵
自
体

の
意
味

の
み
な
ら
ず
、
『
千
代
嚢
媛
七
変

化
物

語
』

全
体

の
モ
チ
ー

フ
を
喪
失

し
て
し
ま
う
と

い
う

こ
と
に
、
後
印
本

の
板
元
達

は

当
然
気
付

い
て
い
た
は
ず

で
あ

る
。

し
か
し
、
幕
末

の
商
業
主
義
は
そ
れ
を
省

る
余
裕
を
欠

い
て
い
た
ら

し
い
。
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〈
参
考

九
大
本
書
誌

〉

お
わ
り

に

以
上
、
諸
本
を
比
較
し
た
結
果
、

現
存
す

る

『
千
代
嚢
媛
七
変
化
物
語
』

は

匡
郭

の
欠
損
か
ら
板

の
系
統
は

一
つ
で
あ

る
と
思
わ
れ
、
板
を
彫
り
直
し
た
再

刊

で
は
な
く
、
諸
本
す

べ
て

一
つ
の
板
木

を
以
て
再
印
を
繰
り
返
し
た
も

の
で

あ
る
。
そ
し
て
そ
の
初
印
本
は
、
表

紙

・
刷

の
状
態

・
奥
付

・
口
絵

の
薄
墨
板

千
代
嚢
媛
七
変
化
物
語

半
紙
本
五
巻

五
冊

九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵

〈読
本
班
1

1
/
文
化
4
/

シ
ー

1
～

5
>

表

紙

榿

色

(
原

)
。

縦

二

十

二

・
九

x

十

五

・
九

糎

。

題
簸

原
題
簸
無
辺
中
央

「
千
代
嚢
媛
七
変

化
物
語

一

(～
五
)
全
部
五
冊
」

(縦
九

・七
糎
横
十
・
八
糎
)
。



構
成

内
題

柱
刻

丁
付

作
者

序
者

画
者

匡
郭

挿
画

巻

一

見

返

し

(
半

丁

)
、

序

(
一
丁

)
、

題

言

二

丁

)
、

口

絵

(
四

丁

半

)
、

目

次

(
半

丁

)
、

本

文

百

十

四

丁

半

(
巻

1

二

十

一
丁

、

巻

2

二

十

七

丁

半

、

巻

3

二

十

一
丁

、

巻

4

二

十

五

丁

、

巻

5

二

十

二

丁

半

)
、

「
千

代

嚢

尼

本

伝

」

一
丁

半

、

「
振

鷺

亭

主

人

著

述

書

目

」

半

丁

、

奥

付

半

丁

、

以

上

、

全

百

二

十

四

丁

半

。

「
三

国

小

女

膓

孝

記

/

玉

谷

眞

平

忠

義

傳

/

出

邑

震

平

懲

悪

傳

千

代

嚢

媛

七

変

化

物

語

」

「
千

代

嚢

媛

物

語

巻

之

}

(
～

五

)

(
丁

数

)
」

巻

一

序

「
ロ

ノ

一
」
、

題

言

一
丁

「
ロ

ノ

二

」
、

口
絵

四

丁

半

「
ロ

ノ

三

」
、

目

次

「
ロ

ノ

七

」
、

本

文

二

」

～

「
二

十

一
」
。

巻

二

は

本

文

に

二

」

～

「
二

十

八

」
。

巻

三

は

本

文

に

「
一
」

～

「
二

十

一
」
。

巻

四

は

本

文

に

「
一
」

～

「
二

十

五

」
。

巻

五

は

本

文

に

「
一
」

～

「
二

十

」
、

「
千

代

嚢

尼

本

伝

」

に

「
二

十

一

」

振
鷺
亭

主
人

振
鷺
亭

主
人

蹄
斎
北

馬

四
周
単

辺
。
縦
十
九

二
二
糎

横
十
三

・
六
糎
。
半
丁
十

一
行
毎
行

三
十

三
字
前
後
。

巻

一
口
絵

(
ロ
ノ
三
オ
～

ロ
ノ
七
オ
)

巻

一
見
開
二
面

(四
ウ
五
オ

、
九
ウ
十
オ
、
十
三
ウ
十
四
オ
、
十
八
ウ

十
九
オ
)

巻

二
見
開
二
面

(三
ウ
四
オ
、
八
ウ
九
オ
、
十
三
ウ
十
四
オ
、
十

八
ウ

十
九
オ
、
二
十
三
ウ
二
十
四

オ
)

目
録
題

尾
題

刊
記

広
告

蔵
書
印

巻

三

見

開

二

面

(
二

ウ

三

オ

、

七

ウ

八

オ

、

十

二

ウ

十

三

オ

、

十

三

ウ

十

四

オ

、

十

八

ウ

十

九

オ

)

巻

四

見

開

二

面

(
二

ウ

三

オ

、

五

ウ

六

オ

、

十

ウ

十

一
オ

、

十

五

ウ

十

六

オ

、

二

十

ウ

二

十

一
オ

)

巻

五

見

開

二

面

(
四

ウ

五

オ

、

九

ウ

十

オ

、

十

ニ

ウ

十

三

オ

、

十

四

ウ

十

五

オ

、

十

六

ウ

十

七

オ

)

な
し

「千
代
嚢
媛
物
語
」

「惟
文
化
四
年
丁
卯
編
成
同
五
年
戊
辰

春
正
月
獲
免

江
都

江
戸
橋

四
日
市
街

西
宮
彌
兵
衛

書
犀

江
戸
橋

四
日
市
街

石
渡
利
助
梓
行
」

巻
五
末

に

「
振
鷺
亭
主
人
著
述
書
目
」
と

し
て

「妹
背
山
緒
環
策

子
」

十
巻

「春
徳
麿
誓
車
」
五
冊

「茅
蝸
物
語
」
四
冊

「浄
蔵
貴
所
神
通
傳

」

六
冊

「坂
東
順
禮
女
敵
討
」
四
冊

「蹄
魚
箱
根
地
獄
」

二
冊

「
三
庄
太

夫
/
事
蹟
考

栗

の
小
鳥
」
五
冊

「奇
諌
八
幡
不
知
森
」
二
冊

「夏
祭

水
濤
伝
」
五
冊

「伊
勢
與
日
向
物
語
」
二
冊
を

「右
戊
辰
年
間
脱
稿
令

獲
講
者
也
」
と
広
告
す
る
。

な
し
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注

 

こ

の
薄

墨

板

の
省

略

は
千

代

嚢

の

口
絵

だ

け

で
は

な

く

、

巻

一

・
十

八

丁

ウ

十
九

丁

オ

、
巻

二

・
十

三

丁
ウ

十

四

丁

オ
、

巻

四

・
九

丁
ウ

十

丁

オ

、
巻

五

・
九

丁
ウ

十

丁
オ
な

ど

の
挿

絵

の
薄

墨

板
が

省
略

さ

れ

て

い
る
。

浜

田
啓

介

氏

は

「
近
世

後

期

に
於

け

る
大

阪
書

林

の
趨

向

ー

書

林

河
内

屋

を

め

ぐ

つ
て
ー

」

(
「近

世

文

芸

」

第

三
号

昭

和

三

十

一
年

日
本

近

世

文

学
会

)

に
お

い

て
、

河

内

屋

系

統

の
書

林

、

特

に
河

内

屋

茂

兵
衛

の
文
政

以
後

に

お

け

る
出

版

活

動

に

つ
い
て

詳

細

に
論

じ
、

河

内

屋

茂

兵

衛

を
代

表

と
す

る
幕

末

の
大

坂

書

蝉

は

自

前

の
開

板

企

画

よ

り

も

江

戸

・
京

な

ど

の
他

店

の
出
板

物

の
板

株

を

買

い
求

め

て
自

家

の
所

有

と

し

て

そ

の
増

刷

り

に
よ

る
板
賃

(板

木

使

用

料

)

収

入

に
よ

っ

て
安

定

し

た
経

営

を
図

っ
た

こ
と

が
解

明
さ

れ

て

い
る
。

注

2

浜

田
論
文

二
十

六
頁
参

照

。
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〔付
記
〕
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会

の
研
究
助
成

お
よ
び
平
成
十
二
年
度
文

部
省
科
学
研
究
費
補

助
金

(特
別
研
究

員
奨
励
費
)

に
よ
る
研
究
成
果
の

一
部

で
あ
る
。

(
か
め
い

し

ん

・
九
州
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
)


